
別紙２

企画提案書の提出者を選定するための基準

判断基準

下記の順位で評価する。

①九州内に営業所等がある。

②九州内に営業所等がない。

下記の順位で評価する。

①都市及び地方計画に関する技術士が10人以上

②都市及び地方計画に関する技術士が6人以上10人未満

③都市及び地方計画に関する技術士が5人

なお、上記に該当しない場合は資格要件を満たさない。

下記の順位で評価する。

①本業務に生かすことのできる業務実績が5件以上ある。

②本業務に生かすことのできる業務実績が2件以降5件未満ある。

③本業務に生かすことのできる業務実績が1件ある。

なお、上記に該当しない場合は資格要件を満たさない。

下記の順位で評価する。

① 技術士（建設-都市及び地方計画）及び一級建築士を有する。

② 技術士（建設-都市及び地方計画）又は一級建築士を有する。

なお、上記に該当しない場合は資格要件を満たさない。

下記の順位で評価する。

①本業務に生かすことのできる26年度以降の業務実績含めて2件ある。

②本業務に生かすことのできる26年度以降の業務実績が1件ある。

③本業務に生かすことのできる業務実績が1件ある。

なお、上記に該当しない場合は資格要件を満たさない。

下記の順位で評価する。

①1件500万円以上の手持ち業務の件数が5件未満。

②1件500万円以上の手持ち業務の件数が5件以上。

下記の順位で評価する。

① 技術士（建設-都市及び地方計画）及び一級建築士を有する。

② 技術士（建設-都市及び地方計画）又は一級建築士を有する。

なお、上記に該当しない場合は資格要件を満たさない。

下記の順位で評価する。

①本業務に生かすことのできる26年度以降の業務実績含めて2件以上ある。

②本業務に生かすことのできる26年度以降の業務実績が1件ある。

③本業務に生かすことのできる業務実績が1件ある。

下記の順位で評価する。

①1件500万円以上の手持ち業務の件数が5件未満。

②1件500万円以上の手持ち業務の件数が5件以上。
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